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１．復習 

前回作成したデータベー

スから、「各取引先が、ど

んな商品を何個購入した

か」を集計してくださ

い。 

（ピボットテーブル機能

を使って、右下図のよう

なクロス集計表を作成し

ます。） 

 

 

 

 

２．複数フィールド 

行フィールド・列フィールドには、複数の項目を入れ子構造で設定することができます。 

「各営業所の担当者ごとの、商品別売上高」を、クロス集計表にしてみましょう。 

①データベース内にカーソ

ルを置き、「挿入」タブ→

「ピボットテーブル」。 

②行フィールドに、「営業

所」項目をドラッグ＆ドロ

ップします。 

③行フィールドの「営業

所」の下に、「担当」項目を

ドラッグ＆ドロップ。 

④列フィールドに、「商品」

項目をドラッグ＆ドロッ

プ。 

⑤「値」フィールドに、「売

上」項目をドラッグ＆ドロップし、売上の合計が計算されるようになっていることを確認

します（「合計／売上」と表示）。 

  

ピボットテーブルを使おう（２） 

たくさんのデータから集計表を作るには、いろんな作業をしないといけません。ピボッ

トテーブルという機能を使うと、めんどうな作業なく、一気にクロス集計をまとめるこ

とができます。 
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⑥集計表を、右図のように整形しまし

ょう。 

・営業所の順番を、札幌・仙台・横浜

の順にします。 

・売上高が表示されているいずれかの

セルを右クリック→「表示形式」で、

「桁区切り(,)を使用する」にチェッ

ク。 

 

⑦営業所名の左の「－」をクリックする

と、「＋」になります。担当別集計を折り

たたんだり展開したりできます。 

 

 

［参考］ 

「値」フィールドは、通常は「数値の場合は合計／文字列の

場合は個数」が計算されます。「数値だが、データの個数を

表示させたい」という場合は、▼をクリック→「値フィール

ドの設定」で「データの個数」を選びます。 

 

 

３．練習問題 

実際のデータベースを使って、分析してみましょ

う。 

添付の「Excel112sample.xlsx」は、イチロー選手

の 2004年の全打撃成績です。これを使って、次の

分析をおこなってみてください。 

 

 

（１）月間打率の推移 

①右図のように、「月ごとの、各塁

打の数」をクロス集計表にまとめ

てください。 
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②打率は、「安打の合計÷（打席－非打数）」で計算します。 

この場合の「安打」は、「安打・二塁打・三塁打・本塁打の合計」です。 

「打席」は、クロス集計表の「総計」です。 

I5セルに、打率が計算されるよう

に、数式を入力してください。 

 

 

 

③打率は通常、「.255」（2割 5分 5厘と読みます）

のように、小数第 3位までの数値で表します。 

表示形式を、変更してみましょう。 

（「セルの表示形式」→「ユーザー定義」で、

「.000」と設定します。） 

 

④I5セルを、I6～I12セルにコピーし

ます。右図のように、各月の打率が計

算されましたか。 

 

⑤イチロー選手は、「カレーを食べて

いるので、夏場は調子がいい」と言わ

れていました。この年の結果だけで見

ると、「夏場は調子がいい」と言えま

すか。 

 

（２）対戦チーム別打率 

①右図のように、「対戦相

手ごとの塁打の数」を、ク

ロス集計表にしてくださ

い。 

②（１）と同様に、I列に

打率を計算してみましょ

う。 

 

 

 


